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相模鉄道株式会社 

 

相鉄グループの相模鉄道㈱（本社・横浜市西区、社長・滝澤秀之）では、２０１９年５月２３日

（木）、相鉄・東急直通線※用車両「２００００系」が、鉄道友の会選定の「２０１９年 ローレル

賞」を初めて受賞しました。 

「ローレル賞」は、全国規模の鉄道愛好者団体である鉄道友の会が、前年中に営業運転を開始し

た新車やそれに準ずる車両の中から会員が投票し、その結果に基づいて、選考委員会が優秀と認め

た車両を選定し、授与するものです。 

今回受賞した「２００００系」は、２０２２年度下期に開業を予定している東急線との相互直通

運転用の車両として、２０１８年２月に登場。駅や車両、制服を統一したコンセプトに基づいてリ

ニューアルする「デザインブランドアッププロジェクト」に基づいて新造しました。開発コンセプ

トを『安全×安心×エレガント ～目先のトレンドに左右されない「醸成するデザイン」』とし、横

浜をイメージした「ＹＯＫＯＨＡＭＡ
ヨ コ ハ マ

 ＮＡＶＹＢＬＵＥ
ネ イ ビ ー ブ ル ー

」で塗装した車体やグレー色を基調にした

内装、時間帯で色調が変化する調色調光式のＬＥＤ照明の採用などが高く評価されました。 

相鉄グループでは、都心との相互直通運転を契機としてさらなる認知度・好感度の向上を図ると

ともに、「選ばれる沿線」を実現するための取り組みを引き続き行ってまいります。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

  

相鉄・東急直通線用車両「２００００系」が 

鉄道友の会「２０１９年 ローレル賞」を初受賞 
「デザインブランドアッププロジェクト」に基づいた車両を高く評価 

 

「ローレル賞」を初受賞した「２００００系」 

なお本日、この資料は次の記者クラブにお届けしています。 
○国土交通記者会  ○ときわクラブ  ○神奈川県政記者クラブ  ○横浜市政記者会  ○横浜経済記者クラブ 

○大和市記者クラブ  ○厚木市記者クラブ 

本件に関するお問い合わせは 

相鉄グループ広報担当【相鉄ビジネスサービス㈱総務広報担当】０４５－３１９－２０５７飛
とび

川
かわ

・山中・梅津・小林 

 

 



（別  紙） 

鉄道友の会「２０１９年 ローレル賞」受賞の詳細 

１．受賞車両 
 相鉄・東急直通線用車両「２００００系」 

２．受賞内容 

 「２０１９年 ローレル賞」（鉄道友の会車両顕彰） 

３．鉄道友の会選考委員会のコメント（抜粋） 

 相模鉄道「２００００系」は、２０１９年１１月３０日に開業となる相鉄・ＪＲ直通線の一部で

ある「相鉄新横浜線」を介して、２０２２年度下期開業予定の「東急新横浜線」と接続し、東急各

線への直通運転の仕様を考慮した車両です。相鉄グループ創立１００周年を機にグループ全体で進

めている「デザインブランドアッププロジェクト」に基づき、鉄道車両について車体色・前面デザ

イン・車内照明の統一コンセプトを掲げました。明確なコンセプトに対応させるという意欲を鮮明

に打ち出した車両を開発したことを選考委員会では高く評価し、ローレル賞に選定しました。 

４．「２００００系」概要 

 （１）開発コンセプト 安全×安心×エレガント  
～目先のトレンドに左右されない「醸成するデザイン」～ 

 
（２）主 な 特 徴 
   ①快適性の向上 

・「ユニバーサルデザインシート」を一部の優先席 
に導入。立ち座りを容易にするため座席の高さを 
上げ、座り心地を損ねない範囲で座面を小さくし 
たシート。座席下部に大型の荷物が収納でき、荷 
棚が使いにくいお客さまでも安全にご利用いただ 
けます。 

・ベビーカー、車椅子用のフリースペースを全車両 
に設置 

・「ナノイー」＊搭載の空気清浄機を導入 
・「個別ドアスイッチ」を全てのドアに導入 
空調効果を高めるために始発駅などでお客さまに 
よるドアの開閉ができます。 

・ガラス製の荷棚・仕切り板・貫通扉の採用  
荷棚、座席端部の仕切り板、貫通扉に強化ガラス 
を採用し、開放感のある室内としました。また、 
荷棚まで届く形状にすることでドア付近にお立ち 
のお客さまによる着席しているお客さまへの荷物 
などの干渉を緩和します。 

・日差しを遮る「ブラインド」を復活 
・相鉄線の特徴でもある「車内の鏡」を復活 
・時間帯で変化する調色調光式のＬＥＤ照明を採用 
・２０１６年度ＧＯＯＤ ＤＥＳＩＧＮ賞を受賞し 
た「つり革」を採用 

・ロングシート座席は座り心地を改良し、ランダム 
パターンを施した汚れが目立たない生地を採用 

   ②車内での情報提供の強化 
・ドア上や通路の天井に大画面案内表示器（２１．５インチ）を設置 
・見やすさ向上のため通路の天井に広告画面を設置 
・全車両でＷｉ-Ｆｉを提供 
※Ｗｉ－Ｆｉをご利用になるには、通信事業者との契約が必要です。 

   ③環境への配慮 
・新型素子（ＳｉＣ素子）を採用したＶＶＶＦインバータ制御装置と高効率電動機の併用 
や、室内灯、各種灯火類のＬＥＤ化により消費電力を低減 

・密閉型主電動機や防音車輪の採用により騒音を低減 
④安全・安心のさらなる向上 
・急曲線などでの安全性を向上させた専業メーカー製台車 
・車両情報を司る装置にイーサネット方式を採用し、安全性やメンテナンス性を向上 
・車内の非常通報装置を増設 

＊「ナノイー」は、パナソニック㈱の登録商標です。 

 

 

「ユニバーサルデザインシート」と 

フリースペース 

調色調光式のＬＥＤ照明を 

採用した車内 



５．車両製造会社  

 ㈱日立製作所 

６．デザイン設計 

 ㈱ＰＲＯＤＵＣＴ ＤＥＳＩＧＮ ＣＥＮＴＥＲ 

 

 

■デザインブランドアッププロジェクト ウェブサイト 

https://www.sotetsu.co.jp/design-pj/ 

 

 

 

※「相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・東急直通線」（神奈川東部方面線）＊とは・・・ 

 相鉄では、ＪＲ線と東急線との相互直通運転を予定しています。 

 相鉄・ＪＲ直通線（２０１９年１１月３０日開業予定）は、相鉄線 西谷駅と羽沢横浜国大駅間に

連絡線を新設し、相鉄線とＪＲ線が相互直通運転を行うものです。相鉄・東急直通線（２０２２年

度下期開業予定）は、羽沢横浜国大駅と東急東横線・目黒線日吉駅間に連絡線を新設し、この連絡

線を利用して相鉄線と東急線が相互直通運転を行うものです。 

 この横浜市西部および神奈川県央部と東京都心部とを直結する新たな路線の開業により広域鉄

道ネットワークが形成され、所要時分の短縮や乗換回数の減少など、鉄道の利便性向上が図られる

とともに、地域の活性化などに寄与します。新幹線へのアクセスの向上や相鉄線沿線などのさらな

る発展にも貢献します。 

 

神奈川東部方面線ウェブサイト（http://www.chokutsusen.jp/） 

 

 

 
＊神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・東急直通線）は、都市鉄道等利便増進法に基づき、（独）鉄道建設・運

輸施設整備支援機構が整備を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デザインブランドアップ 
プロジェクト ウェブサイト 

神奈川東部方面線 
ウェブサイト 


